










■設計業務の取り組み体制

1.まちづくりから建築まで経験豊富な設計チーム

 ・当事務所はマスターアキークト槇 文彦を中心にアーバンデザインからキャンパス
計画、公共施設等多くの実績をもつデザインチームです。
 ・本プロジェクトでは槇文彦を中心に、 管理技術者と建築担当技術者が設計全体を
総括し、 さらに、品質担当チーフとワークショップ担当チーフがサポートし、 プロジェ
クトの円滑な推進を図ります。
2. 協力事務所と一体の設計チーム

・構造、設備、音響、防災、ランドスケープ、照明デザイン、積算の各専門分野は、
専門事務所との協力体制で取り組みます。当事務所とチームを組んで長年の実績
があるため、一体のチームとして綿密な連携による取り組みが可能です。
・新しい 1社を加えた万全の協力事務所体制：２次審査技術提案書の提出にあたり、
協力事務所に新しく1社を加え、万全の体制で取り組みます。
・ A.T.Network ：東京を拠点とし、劇場コンサルタント・近江哲朗主宰の劇場コンサ
ルタント事務所。豊富な実績に裏打ちされた舞台機構・舞台照明設計の協力体制
を補強します。当社との協力実績：静岡市清水文化会館（大ホール 1,513 席、小
ホール 292 席）

■柔軟に対応していくための設計プロセス

 ・基本となる枠組みを活かしながら、関係者との対話や時間により変化していく部
分について、どのように柔軟に対応しながら具体案をまとめていくのか、設計プロ
セスの検討案を示す。

■性能確保やコスト、スケジュール管理の基本方針■設計チーム組織図

■対話型の設計プロセス

 1.ワークショップによる設計の実績

・当事務所は近年、庁舎や公共文化施設でワークショップを行いながら設計をまとめ、
設計内容について公開でシンポジウムを開催した経験を持つ。
・豊富な経験を活かし、ワークショップの過程で必要とされる様々な可能性の検討や
代替案などについて、柔軟性をもって迅速に対応していく。
2.ワークショップの進め方

・多様な関係主体とともにワークショップを開催し、 対話による合意形成を重ねなが
ら、 相互理解の基に設計に反映していく。
・ワークショップのファシリテーターとして、大学
や市民の各サークル、NPO法人等関連団体、
学術機関の専門家などの協力を得て対話を図り
たい。
・話し合いにおいて、計画内容についてなど具体
的な説明が必要な際は、 模型やスケッチ、 CG
パース、実例写真などを用いて、分かりやすい
プレゼンテーションを行い、相互理解を図る。

基本となる枠組み

設計素案-1

設計素案-2

基本設計 I

基本設計 II

・基本となる枠組みに基づく素案 -1 の作成

個別ユーザー（大学各学部、高校）との話し合い
・素案 -1 に基づいて話し合いを重ね、検討修正のうえ、素案 -2 としてまとめる
・その際、枠組みについて確認の必要な条件
　①ゾーニングにおける各学部、高校の配置
　②各学部、高校のプログラムにおける層構成
　③層構成における軒高 20m、10mの上下の構成内容

「キャンパス協議会」との会議
・本計画では計画案を総合的に協議するため、関係者の他に専門アドバイザー
も参加する「キャンパス協議会」の設置が望まれる
・「キャンパス協議会」に素案-2を諮り、協議を行った上で基本設計 I として
まとめる

市民・地域住民との話し合い
・ワークショップにより基本設計 I の内容を説明し、話し合いを重ねながら、
意見をまとめていく
・意見を整理し「キャンパス協議会」に諮り、採択すべき内容を協議し、設計
に反映する
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定期的・頻繁に行い、業務を円滑に進行させる
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・実施設計

・各種事前協議・申請
　(国・警視庁・県・市・JR等)

・コスト管理

・ワークショップ
  (市民・地域住民)

・ワークショップ
 （大学・高校教職員、
   学生・生徒）

・会議（発注者・京都市）
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マスターアーキテクト
槇文彦

槇総合計画事務所 協力事務所

管理技術者
福永知義

建築担当主任技術者
長谷川龍友

品質管理担当チーフ
若月幸敏

ワークショップ担当チーフ

建築担当技術者
6名

建築計　11名 協力事務所計　33名

設計チーム担当者数　合計　44名

構造設計
構造担当主任＋構造担当

梅沢建築構造研究所
計5名

担当主任
梅沢良三

設備設計
設備担当主任＋電気設備担当
　　　　　　＋機械設備担当
　　　　　　＋環境計画担当

森村設計

計6名

担当主任

村田博道

防災設計
防災担当主任＋防災担当

明野設備研究所
計3名

担当主任
土屋伸一

音響設計
音響担当主任＋音響担当

永田音響設計
計3名

担当主任
池田　覺

舞台機構・照明設計
舞台機構・照明担当主任＋担当

A.T.Network
計2名

担当主任
近江哲朗

ランドスケープデザイン
ランドスケープデザイン担当主任＋担当

オンサイト計画設計
計4名

担当主任
三谷　徹

積算業務
積算担当主任＋積算担当

総括

調整

二葉積算
計7名

担当主任
浅沼　豊

照明デザイン
照明デザイン担当主任＋担当

ライトデザイン
計3名

担当主任
東海林弘靖

対話対話

市民
地域住民

ワークショップ
ファシリテーター

大学
高校

京都市 設計チーム

・コスト管理の方法

・スケジュール管理の方法

・性能確保の方法

a.　自然を活かしたパッシブ型の環境計画と維持管理のしやすい計画による省エネルギー、
　　維持コストの抑制、ライフサイクルコストの低減
b.　建築、構造、設備などのトータルなバランスによるイニシャルのコントロール
c.　各段階におけるコスト算定の実施とコスト調整
a.　関係主体との対話による的確なニーズの把握
b.　実績と諸データに基づく仕様方針、複数案の検証による妥当性の確認
c.　経験豊富な品質管理チーフによる精査
a.　各種調査・分析に基づくマスタースケジュールの立案
b.　チェックリストによる実際の進行の常時チェック
c.　設計チームの緊密な連携によるスケジュール管理
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テーマに対する技術提案

（　6　／　6　ページ）


	第二次技術提案書(第8号様式)_1
	第二次技術提案書(第8号様式)_2
	第二次技術提案書(第8号様式)_3
	第二次技術提案書(第8号様式)_4
	第二次技術提案書(第8号様式)_5
	第二次技術提案書(第8号様式)_6.pdf

